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御茶の水キリストの教会 

2月3日 (月) 

悲 し み と 喜 び 

聖書朗読  ヨハネ 20:１１〜１９ 

まことに，まことに，あなたがたに告げます。あなたがたは泣き，嘆き悲しむが，世は喜ぶ

のです。あなたがたは悲しむが，しかし，あなたがたの悲しみは喜びに変わります。 

                                ヨハネ １６:２０ 

 

毎日，私は母のことを思い出します。彼女のことを思い起こすのは悲しいことです。その

ために，時々泣くこともあります。しかし，彼女を思い出すことは，また喜びでもあります。

彼女のことで，微笑み，笑い出すこともあります。彼女の思い出は，私が彼女の栄光に在って

行動するように励ましてくれます。 

私は，食卓に彼女の食器を並べるたびに，彼女を思い出します。私は，友人たちのために，

彼女のレシピを収集していました。彼女が私に何度も何度も言ったように，私は「あなたのこ

とがとっても大好きよ」と私の甥や姪たちに言います。私の手の上にある彼女の指輪を見なが

ら，彼女の手が写る写真を一緒に眺めます。 

母の思い出の中には，たくさんの喜びがあふれています。その思い出が私の中に満ちてい

ます。母を失った私たちの喪失感は，同時に多くの思い出を残しています。母の思い出は，私

たちに，喜び，悲しみ，涙，そして笑いを残しました。それらが，私たちの虚無感を埋めてく

れています。 

イエス様の弟子たちは，彼らのリーダー，友人，そして先生を失いました。彼らは，悲し

みの中に打ちひしがれていました。しかし，まもなく彼らは素晴らしい喜びに満たされました。

聖霊が彼らの悲しみの中に宿り，彼らに思い出と力を与えました。彼らの喪失，獲得，悲しみ，

そして喜びは，私たちの未来と希望です。 
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祈 り 神様。私たちはあなたの愛と思い出のために，栄光をたたえます。しかし，それ以

上に，もはや涙を流す必要のない主の復活の希望のゆえにあなたをほめたたえます。 

      イエス様の御名によって。アーメン。 

                     シェイリン・Ｈ・ムーア 

                     カリフォルニア州 パシフィック・パリセイズ 



2月4日(火) 

再 考 す る ト マ ス  

聖書朗読 ヨハネ ２０:２４〜２９ 

十二弟子のひとりで，デドモと呼ばれるトマスは，イエスが来られたときに，彼らといっし

ょにいなかった。                        ヨハネ ２０:２４ 

 

しばしば，私たちは他人も自分と同じように疑問視し，疑うのだろうか，と考えることが

あります。告発人であり，敵である悪魔が，私たちの弱みにつけこみ，ささやきかけます。「も

しかするとあなたは神を信じるものとして予定されていなかったのかもしれない」。そして，

あなたは「私のように，悩む人は他にはいないんだ」と決めつけます。あなたは一人ぼっちで

はありません。トマスはあなたとそっくりです。 

疑い深いたちを念頭に置きながら，神の言葉は，信仰にはより多くの裏づけが必要である

ということを実験的に証明しました。別の言葉で言い変えれば，トマスの話は，私の中のより

注意深い人たちに届くためです。 

２つの他の話が，トマスについてもっと明らかにします。現実主義と運命論者として，彼

は，明らかにエルサレムへの帰還はイエス様が本当に望んだことではないと推測しました。し

かし，勇気あるトマスは，イエス様につき従っていこうとする意思を表明しました（ヨハネ１

１:７〜１６）。よく考えたトマスは，イエス様がどこに行こうとするのかを知りたがりまし

た（ヨハネ １４:１〜６）。批判的な考えのトマスは，よみがえられた神を見，そしてさわ

りたいと望みました。彼は多くの確かな証拠が，信仰のためには重要だと思い込んでいました。

しかし，もしかするとトマスは，十二弟子のうちの一人であると呼ばれたので，個人的にキリ

ストの復活を目撃したのです。感情は，私たちの思考を短絡化させます。しかし，疑うトマス

はまもなく，確信のトマスへと変えられたのです。 

 

聖 歌 310 

祈 り 親愛なる神様。あなたのみ言葉の中に，私たちのような人の例を挙げてくださって，

感謝します。こんな私たちを愛してくださって，ありがとうございます。 

      イエス様の御名によって。アーメン。 

                          ベリー・Ｃ・ポイネー 

                          ミズーリ州 カークスヴィル 

2月5日 (水) 

準 備 は ま だ で す  

聖書朗読  ヨハネ ２１ :１５〜１９ 

まことに，まことに，あなたに告げます。あんたは若かった時には，自分で帯を締めて，自

分の歩きたい所を歩きました。しかし年をとると，あなたは自分の手を伸ばし，ほかの人が

あなたに帯をさせて，あなたの行きたくない所に連れて行きます。   ヨハネ ２１:１８ 

 

数年前，私は，私の両親を介護施設に移すことに決めました。９０代の両親は，もはや車

を運転することは出来ず，いくつかの長年の病と闘いながらも，両親は施設に移ることにはま

だ心の準備が出来ていませんでした。彼らは，施設に対する文句をぶつぶつ言っていました。 

イエス様は，十字架上で死にたくはありませんでした。私は，もし神様が人間の罪のため

にもう一つの解決策を見つけたら，イエス様は十分に満足であったと確信します。同様に，信

仰者の人生には私たちが受け入れたくないことが多々起こります。病院にお見舞いに行くより

も，好きなテレビ番組を見ているほうがいいものです。隣人にみ言葉を伝えたり，自分自身に

危険を犯すのなら，他のことをしていたいと願うでしょう。モーセやイザヤのように，私たち

は，神様が私たちに望んでいることをする用意が出来ていないのです。 

私たちは，神様に，キリストの様に変えられ，行きたくないと思う場所へ連れて行っても

らう心の準備をする必要があります。それは，もしかしたら，アフリカや中央アメリカへの宣

教旅行かもしれません。もしくは，悲しみにある未亡人の家の芝生を刈ってあげることかもし

れません。神様は，私たちが従うことが出来る場所へと連れて行ってくださるでしょう。私の

優しい両親は，そうでした。そして，私は、彼らはそのことにより幸せだったのだと確信しま

す。 

 

讃美歌 526 

祈 り 私たちの神よ。どうか私たちの人生において，どうか私たちの手を取り，導いてく

ださい。どうか私たちが，人間的な恐れやもろさに打ち勝つように助けてください。

あなたの御子のようになることができるように，どうか助けてください。 

      あなたの御名によって祈ります。アーメン。 

                           ジョン・Ｈ・ウィリアムス 

                           テキサス州 アビリン 



2月6日 (木) 

誰 か の た め に 

聖書朗読 使徒の働き ３:１〜１０ 

しかし私たちがまだ罪人であったとき，キリストが私たちのために死んでくださったことに

より，神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられます。    ローマ ５:８ 

 

私が彼を見かけたのは，缶詰売り場の通路にいた時でした。ゴス（＊黒い服に重い銀のア

クセサリー，白塗りの顔に黒いシャドーや口紅を施した１９８０年代のファッション）だと私

は思いました。彼らはその外見をそう呼びます。黒い洋服，革製品，からだのあちこちにある

くぎやピアス，そしてとがった髪型。「いったい，何が起ったんだこの子どもたちに」と，私

は思いました。私は視線を合わせずに，無視したいと思うほど，その男性は自分とはまったく

違う雰囲気でした。 

どうしてか分かりませんでした。しかし，ちょっと勇気の要るある考えが私をよぎりまし

た。彼も私と視線を合わせないように，うつむいていました。私は彼の前に歩み寄りました。

「元気かい？」と私は言いました。彼は眉毛を少し潜めながら，「ああ」とだけ言いました。

「パン売り場が見つからないんだ」と私は言いました。「どこにあるか分かるかい？」。彼の

顔は優しくなりました。「２つの通路を挟んだ向こうですよ」。「おぅ，ありがとう。いい日

をね！」。彼は少し微笑みながら，肩越しに後ろを振り返りました。「もちろん，あなたもね！」

と，彼は少し頭を上げながら，その場を去りました。彼は少し自信を持ったように，私には見

えました。 

「いったい，私は何をしたんだろう」と私は自分自身に問いかけました。そして，私がし

たことは，誰かに「あなたは，私自分自身と同じように，価値があり，とっても大切なんだ」

ということを伝えたのだと気がついたのです。どうか，私たちが出会う人々を，キリストが彼

らのためにも死んだということを覚えて，対応することが出来ますように。 

 

讃美歌 「誰かのために」※歌詞がご入り用の方は教会事務局まで。 

祈 り 愛の神様。この世の中を見渡すと，自分とは違って見える人たちに出会います。あ

なたが私を見つけ，あなたの恵みと喜びを私たちにくださったときの私自身を覚え

ておくことが出来るように助けてください。 

      イエス様の御名によって。アーメン。 

                            ビル・マクコーガグハン 

                            オレゴン州 フィルマス 

 

2月7日(金) 

い つ で も 正 直 に 

聖書朗読 使徒の働き ５:１〜１１ 

それはもともとあなたのものであり，売ってからもあなたの自由になったのではないか。

なぜこのようなことをたくらんだのか。あなたは人を欺いたのではなく，神を欺いたのだ。                        

                               使徒の働き ５:４ 

 

私たちの誠実さは，しばしば試されますよね？ 私たちは，受け入れられたいと誰でも

願います。いい考えだ，グループの一員だ，よい寛大さだ，と。 

それは，アナニアスとサッピラがその後に試されたことと同じではありませんか？ 多

くのクリスチャンが，寛大な心で多くの貢献をしてきました。その夫婦は，バルナバが享受し

たような人々からの尊敬を求めましたか？ 彼は自分の資産の一部を売り，十二弟子たちに金

銭的な助けを差し伸べました。教会のリーダーたちも，貧しい人たちに施しました（使徒の働

き ４:３２〜3７）。クリスチャンたちは自分自身たちの親切さを誇りますよね？ 

彼らは，また自分の土地の一部を売りました。彼らは，また弟子たちに寄付しました。

バルナバがした以上に彼らが施すことは可能でした。彼らは，いくら売り上げがあったかを弟

子たちに伝える時に，嘘をついてしまったのです。何が問題なのでしょうか？ その貧しい心

です。弟子たちは，その素晴らしい贈り物に感激したでしょう。でも，その夫婦は偽りの陳述

をしてしまったのです。 

この話は，素晴らしい教えです。小さな嘘   私たちに恥ずかしいと感じさせたり，

自分を良く見せようとしたりするために言うことの全ては，悪い結果をもたらします。神様は

真剣です。神様はいつも私たちの誠実さを期待しておられます。私たちは，時々全ての人を馬

鹿にして軽く見ることがありますが，私たちは神様を決して軽く見てはいけません。 
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祈 り 親愛なるお父様。どうか今日，私がどんなことがあっても，誠実であり続けられる

ように助けてください。あなたがキリストにあって私たちに教えられたように，ど

うか寛容で愛のあるものであるように助けてください。 

      イエス様の御名によって。アーメン。 

                           ロバート・ブレア 

                           アイオワ州 クレグホーン 



2月8日 (土) 

嵐 の 中 で  

聖書朗読  使徒の働き １７:２２〜２７ 

この世界とその中にあるすべてのものをお造りになった神は，天地の主ですから，手でこし

らえた宮などにはお住みになりません。                    使徒の働き １７;２４ 

 

震災救援隊が，竜巻の通り道として知られるオクラホマの大地にやってきました。ボラン

ティアの働き手として，私たちはツイン湖のトレーラー広場の瓦礫の中を歩き回り，避難して

きた子どもたちを発見しました。私たちは，彼らを家族や友人たちのもとに返すために活動し

ました。私たちは，彼らの失望した表情の中に，希望や固い決意を見ることが出来ました。あ

の嵐の中での何という素晴らしい信仰でしょう。 

私たちが歩き続けると，私たちは，かつて住んでいた住人がその敷地内の木に貼りつけた

紙片を見つけました。そこには，「神様なら何でも可能にする！」と書かれていました。あの

嵐の中で何と言う信仰でしょう。 

パウロが，アレオパゴスの丘に集まった人々たちに接触しようとした時に，彼は，人々に

知られず，しかし求められ，見つけられる，生ける神のことを語りました。彼らは，恐怖，迷

信，偶像礼拝の犠牲者として留まる必要はなかったのです。神様は，彼らに見つけ出されたか

ったのです。神様は，その会衆たちをも探していらっしゃったのです。神様は近くにおられま

した。嵐の中においてさえも・・・。 

試練の中で神様を求める時，私たちは，支え，祈り，そして与えてくださる人々を通し，

神様の愛を探し求めます。私たちは，神様を見つけます。神様にあって，私たちは，生き，活

動し，どんな人生の嵐の中でさえも，生き続けるのです。 
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祈 り 「天にいます私たちの父よ。御名があがめられますように。御国が来ますように。

みこころが天で行われるように地でも行われますように。」              

      イエス様の御名によって。アーメン。 

                             グレンダ・マーゼット 

                             オクラホマ州 テクムセー 

2月9日 (日) 

全 て を 創 造 さ れ た 神  

聖書朗読 使徒の働き １７:２６〜３４ 

神は，ひとりの人からすべての国の人々を造り出して，地の全面に住まわせ，それぞれに決

められた時代と，その住まいの境界とをお定めになりました。    使徒の働き １７:２６ 

 

私は今まで，こんなに大切な聖句を読んだ記憶がありません。私たちは，全ての人々に述

べ伝える必要があります。 

私たちの多くが，自分自身に似た人々を基準にするという傾向をもちます。そのために，

私たちとは違う人々と困難が生じた時，その理由をその違いに求めようとします。そして，彼

らを一つの血を分けたものとして扱うことをしません。今日，私たちが抱える多くの偏見は，

違った外見を持った人々たちを知ろうとする時間を取らないことから起こるのです。 

この聖句を十分に深く考えたあと，私は全人生を同じ狭い範囲で生きた，愛らしく，清ら

かで，忍耐強い姉妹を思い浮かべました。彼女は，町に出ることが全くなかったので，外見が

異なる人たちを恐れていました。しかし，彼女が介護施設に入った時に，彼女は新しい人々に

会うことになりました。彼女が愛した介助者は，様々な文化背景を持った人々でした。この人々

は，誰にでも，「新しい友人たちは私と同じようで，とても親切で，優しく，愛に満ちた人た

ちだ」と言い伝えました。 

私たちは，知識と様々な体験に触れることで，愛にあって成長することが出来ます。聖句

を熟考することも，同様に私たちを成長させます。神様は，一つの血から，全ての国の人々を

創造されたのです。 
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祈 り 神様，どうか，あなたが全ての人間を創られたということを信じるように助けてく

ださい。 

      イエス様の御名によって。アーメン。 

                           ユージニア・カイザー 

                           ヴァージニア 州アーリントン 


